
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱衣室・浴室・湯温の温度条件が異なる２つの条件で 

高齢者が入浴し、健康指標を測定しました。 

調査対象： 男性29 名 年齢62～77歳（平均68 歳） 

調査条件： 

 

 条件① 条件② 

脱衣室内温度 25℃ 18℃ 

浴室内温度 25℃ 18℃ 

浴槽内温度 39℃ 41℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱衣室・浴室を暖めた条件①では、暖めていない条件②

と比べて、入浴時の最高血圧変動幅が小さくなり、入浴

死が起こりにくくなる可能性を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

脱衣室・浴室が 18℃では不快に感じる人が多い。一方、暖

房で 25℃に暖めると快適との回答になりました。また、脱

衣室・浴室が25℃の場合、湯温が39℃でも快適を得られて

いることがわかりました。 

 

 

 

 

 脱衣室・浴室が暖かく、ぬるめの湯温では、入浴中及び

入浴後の脈拍数が有意に低く変動も少ない。身体への負

担が少ない入浴方法である可能性を確認しました。 

引用元：暮らし創造研究会 実証研究より抜粋 
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ガスの力で 
快適で便利なバスルームにしませんか？ 

脱衣室＆浴室を暖めて、 

身体に負担の少ない入浴を 

実験結果① 

脱衣室・浴室を温めることで入浴死が起こり 
にくい環境に 

実験結果② 

入浴時の身体への負担を減らすため、湯温は 
熱すぎず適温に 

実験結果③ 

脱衣室・浴室は18℃では不十分。暖房で快適な
入浴を 

↑↑ 天井取付形浴室暖房機 ↑↑ 

暖房機能に加え、換気、乾燥、涼風、ミストサウナ機能など、 

機能が充実 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客さまの敷地内のガス管は「お客様の資産」です。 

土の中に埋められたガス管（鉄製のガス管)は、一般的に経年により腐食が進行し、 

およそ２０年が取り替えの目安といわれています。 

ガス管は古くなっていませんか？古いガス管（鉄管）の交換をお願いします 

改善目標期限が平成32年３月となっております。 

現在、鉄管が埋設されていると思われるお客さまには、職員が順次ご訪問させていただいております。 

古くなった水道管の交換や、下水道工事の際に、一緒に交換工事をすることをおすすめします。 

 

 

 

敷地内の水道管も「お客様の資産」です。鉛は柔らかく加工しやすいため、 

平成2年頃まで水道メーターの前後１ｍ程度に使用されていました。 

「水質保全と漏水防止」のため（鉛管部分で漏水が多く発生しています。） 

鉛管を撤去するにあたり、助成制度がございます。 

企業課もしくはお近くの町内指定給水装置工事事業者に 

お問い合わせください。 

 

庄内町鉛製給水管改修助成 水道メーター１箇所につき、工事費のうち上限２万円 

 

 

メーター周りになまりの管はありませんか？鉛管の交換をお願いします 

腐食・地震に強い 

ガス管を使用します。 

場所に合わせ、最適な 

ガス管にお取替えします。 

※庄内町の上水道の助成事業です。 
 

ここに鉛管が 

使われています。 

 

庄内町の上水道水系について 

Ｑ 毎日使用している水はどこから来るの？ 

Ａ 余目上水道は、鶴岡市朝日地区の県企業局朝日浄水場から、狩川地区に

ある笠山配水場で広域水道を受水し、余目地域の各家庭等に配水してい

ます。 

立川上水道は、片倉地内の水源地から取水し、片倉配水池、清川配水池、

狩川高区配水池および低区配水池を経て配水しています。そのうち、清

川地区は片倉の水源地からの取水された水ですが、狩川地区は狩川高区

配水池で一部広域水道をブレンドし、配水しています。 

清川地区の一部及び立谷沢地区は、８か所の旧簡易水道により配水して

いるほか、飲用井戸を受水している地域もあります。 

？ 
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